
レジーヌとは、リトグラフの製版を行う時に、製版イン
クや描画材を定着させ、製版液の酸から画線部を保護す
るために用いる薄黄色の粉末です。成分は、生松脂（バ
ルサム）から揮発性油（テレビン油）を蒸留した時に残
留する樹脂（resine：仏）成分で、耐酸性の性質を持っ
ています。
レジーヌの使用方法としては、石版石やアルミ板などの
版材に施された描画部分（リトクレヨン・解き墨・製版
インクなど）に対して、レジーヌを柔らかい布や脱脂綿
でやさしく擦り込むことで、粉末が定着し耐酸性になり
ます。その後、同様の使用役割のタルク（ストンパウダー）
を更に塗ることでより耐酸性が増し、製版液（酸性）が
塗布されても描画部分は保持されます。

レジーヌ（ラズン）
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概要

れじーぬ（らずん）　　

　　 造形ファイル　http://zokeifile.musabi.ac.jp/
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使用方法

描画部分を完全に乾燥させた後、レジーヌを画面上に振りかけ、

脱脂綿や柔らかい布などで画線部を中心に擦り込んでいきます。

この作業を第一次製版・第二次製版でおこないます。


